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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成29年9月28日(2017.9.28)

【公開番号】特開2015-49246(P2015-49246A)
【公開日】平成27年3月16日(2015.3.16)
【年通号数】公開・登録公報2015-017
【出願番号】特願2014-173437(P2014-173437)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｍ  99/00     (2011.01)
   Ｆ０１Ｄ  25/00     (2006.01)
   Ｆ０２Ｃ   7/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ  21/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｍ   99/00     　　　Ａ
   Ｆ０１Ｄ   25/00     　　　Ｖ
   Ｆ０２Ｃ    7/00     　　　Ａ
   Ｇ０１Ｂ   21/16     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年8月21日(2017.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  前記回転部品（４０）を囲む固定ケーシング（４２）との間のクリアランスを表すクリ
アランス信号（３０２、５０２）を少なくとも１つの感知デバイスから受け取るステップ
と、
　信号（４２０）の第１のウィンドウおよび信号（４２２）の第２のウィンドウを前記ク
リアランス信号（３０２、５０２）から選択するステップと、
  前記信号（４２０）の第１のウィンドウに対応する第１の符号付き平均電力値および前
記信号（４２２）の第２のウィンドウに対応する第２の符号付き平均電力値を決定するス
テップであって、前記第１の符号付き平均電力値が、前記信号（４２０）の前記第１のウ
ィンドウの瞬時電圧値の符号と前記第１のウィンドウの瞬時電圧値の平方との積の平均で
あり、前記第２の符号付き平均電力値が、前記信号（４２２）の前記第２のウィンドウの
瞬時電圧値の符号と前記第２のウィンドウの瞬時電圧値の平方との積の平均である、前記
ステップと、
  前記第１の符号付き平均電力値および前記第２の符号付き平均電力値に基づいて結果の
値を決定するステップと、
  前記結果の値に基づいて前記回転部品（４０）内の１つ以上の欠陥または潜在的欠陥（
２１８）を決定するステップと、
  前記１つ以上の欠陥または潜在的欠陥（２１８）に基づいて前記回転部品（４０）のメ
ンテナンスを計画するステップと、
を備える方法。
【請求項２】
  前記信号（４２２）の第２のウィンドウは前記信号（４２０）の第１のウィンドウのサ
ブセットである請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
  前記信号（４２０）の第１のウィンドウおよび前記信号（４２２）の第２のウィンドウ
は前記クリアランス信号（３０２、５０２）のサブセットである請求項１または２に記載
の方法。
【請求項４】
  前記信号（４２０）の第１のウィンドウは前記回転部品（４０）の一回転中の前記回転
部品（４０）および前記固定ケーシング（４２）との間の前記クリアランスのサブセット
を表すものである請求項１乃至３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
  前記信号（４２０）の第１のウィンドウは前記回転部品（４０）の所定回転数中の前記
回転部品（４０）および前記固定ケーシング（４２）との間の前記クリアランスのサブセ
ットを表すものである請求項１乃至４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
  前記信号（４２２）の第２のウィンドウは前記回転部品（４０）の周囲の一部および前
記固定ケーシング（４２）との間の前記クリアランスのサブセットを表すものである請求
項１乃至５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
  前記クリアランス信号（３０２、５０２）に基づいて動的閾値（３０４、４３４、５２
６）を生成するステップをさらに備える請求項１乃至６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
  前記動的閾値（３０４、４３４、５２６）を生成するステップは前記クリアランス信号
（３０２、５０２）のメディアン絶対偏差を決定するステップを備える請求項７に記載の
方法。
【請求項９】
  前記結果の値および前記動的閾値（３０４、４３４、５２６）に基づいて１つ以上の欠
陥を決定するステップをさらに備える請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
  回転部品（４０）および前記回転部品（４０）を囲む固定ケーシング（４２）との間の
前記クリアランスを表す生信号（４８、５０、２０４）を少なくとも１つの感知デバイス
（４４、４６）から受信するステップと、
  前記生信号（４８、５０、２０４）に時間同期平均化技術を適用することにより初期信
号（２１０、４０８）を生成するステップと、
  前記初期信号（２１０、４０８）に平滑化フィルタを適用することによりクリアランス
信号（２１４、４１２）を生成するステップと、
　信号（４２０）の第１のウィンドウおよび信号（４２２）の第２のウィンドウを前記ク
リアランス信号（３０２、５０２）から選択するステップと、
  前記信号（４２０）の第１のウィンドウに対応する第１の符号付き平均電力値および前
記信号（４２２）の第２のウィンドウに対応する第２の符号付き平均電力値を決定するス
テップと、
  前記第１の符号付き平均電力値および前記第２の符号付き平均電力値に基づいて結果の
値を決定するステップと、
  前記結果の値に基づいて前記回転部品（４０）内の１つ以上の欠陥または潜在的欠陥（
２１８）を決定するステップと、
  前記１つ以上の欠陥または潜在的欠陥（２１８）に基づいて前記回転部品（４０）のメ
ンテナンスを計画するステップと、
  を備える方法。
【請求項１１】
  後続の第１の符号付き平均電力値および後続の第２の符号付き平均電力値を決定するた
めに前記信号（４２０）の第１のウィンドウおよび前記信号（４２２）の第２のウィンド
ウを繰り返しシフトするステップと、
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  前記後続の第１の符号付き平均電力値および前記後続の第２の符号付き平均電力値に基
づいて複数の後続の結果の値を決定するステップと、
  前記結果の値および前記複数の後続の結果の値に基づいて結果の値信号（４２６）を生
成するステップと、
  前記結果の値信号（４２６）に基づいて前記回転部品（４０）内の１つ以上の欠陥また
は潜在的欠陥（２１８）を決定するステップと、
をさらに備える請求項１乃至１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
  前記結果の値は前記第１の符号付き平均電力値および前記第２の符号付き平均電力値と
の差分である請求項１乃至１１のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
  回転部品（４０）および前記回転部品（４０）を囲む固定ケーシング（４２）との間の
クリアランスを表すクリアランス信号（３０２、５０２）を少なくとも１つの感知デバイ
スから受け取るステップと、
　信号（４２０）の第１のウィンドウおよび信号（４２２）の第２のウィンドウを前記ク
リアランス信号（３０２、５０２）から選択するステップと、
  前記信号（４２０）の第１のウィンドウに対応する第１の符号付き平均電力値および前
記信号（４２２）の第２のウィンドウに対応する第２の符号付き平均電力値を決定するス
テップと、
  前記第１の符号付き平均電力値および前記第２の符号付き平均電力値に基づいて第１の
結果の値を決定するステップと、
  後続の第１の符号付き平均電力値および後続の第２の符号付き平均電力値を決定するた
めに前記信号（４２０）の第１のウィンドウおよび前記信号（４２２）の第２のウィンド
ウを繰り返しシフトするステップと、
  前記後続の第１の符号付き平均電力値および前記後続の第２の符号付き平均電力値に基
づいて複数の後続の結果の値を決定するステップと、
  前記第１の結果の値および前記複数の後続の結果の値に基づいて結果の値信号（４２６
）を生成するステップと、
  前記結果の値信号（４２６）に基づいて前記回転部品（４０）内の１つ以上の欠陥また
は潜在的欠陥（２１８）を決定するステップと、
  前記１つ以上の欠陥または潜在的欠陥（２１８）に基づいて前記回転部品（４０）のメ
ンテナンスを計画するステップと、
を備える方法。
【請求項１４】
  前記回転部品（４０）内の前記１つ以上の欠陥または潜在的欠陥（２１８）を決定する
ステップは前記結果の値および動的閾値（３０４、４３４、５２６）に基づいて前記回転
部品（４０）内の前記１つ以上の欠陥または潜在的欠陥（２１８）を決定するステップを
さらに備える請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
  前記結果の値信号（４２６）のメディアン絶対偏差を決定することにより前記動的閾値
（３０４、４３４、５２６）を決定するステップさらに備える請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
  回転部品（４０）および前記回転部品（４０）を囲む固定ケーシング（４２）との間の
クリアランスを表すクリアランス信号（３０２、５０２）を少なくとも１つの感知デバイ
スから受け取るステップと、
　信号（４２０）のより広いウィンドウおよび信号（４２２）のより狭いウィンドウを前
記クリアランス信号（３０２、５０２）から選択するステップと、
  前記信号（４２０）のより広いウィンドウに対応する第１の符号付き平均電力値および
前記信号（４２２）のより狭いウィンドウに対応する第２の符号付き平均電力値を決定す
るステップと、  前記第１の符号付き平均電力値および前記第２の符号付き平均電力値に
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基づいて第１の結果の値を決定するステップと、
  後続の第１の符号付き平均電力値および後続の第２の符号付き平均電力値を決定するた
めに前記信号（４２０）のより広いウィンドウおよび前記信号（４２２）のより狭いウィ
ンドウを繰り返しシフトするステップと、
  前記後続の第１の符号付き平均電力値および前記後続の第２の符号付き平均電力値に基
づいて複数の後続の結果の値を決定するステップと、
  前記第１の結果の値および前記複数の後続の結果の値に基づいて結果の値信号（４２６
）を生成するステップと、
  前記結果の値信号（４２６）のメディアン絶対偏差を決定することにより動的閾値（３
０４、４３４、５２６）を生成するステップと、
  前記結果の値信号（４２６）および前記動的閾値（３０４、４３４、５２６）に基づい
て前記回転部品（４０）内の１つ以上の欠陥または潜在的欠陥（２１８）を決定するステ
ップと、
  前記１つ以上の欠陥または潜在的欠陥（２１８）に基づいて前記回転部品（４０）のメ
ンテナンスを計画するステップと、
を備える方法。
【請求項１７】
  処理サブシステム（５２）であって、
    回転部品（４０）および前記回転部品（４０）を囲む固定ケーシング（４２）との間
のクリアランスを表すクリアランス信号（３０２、５０２）を生成するように構成された
少なくとも１つの感知デバイスと、
　前記クリアランス信号（３０２、５０２）を前記少なくとも１つの感知デバイスから受
け取り、
　前記クリアランス信号（３０２、５０２）から信号（４２０）の第１のウィンドウおよ
び信号（４２２）の第２のウィンドウを選択し、
    前記信号（４２０）の第１のウィンドウに対応する第１の符号付き平均電力値および
前記信号（４２２）の第２のウィンドウに対応する第２の符号付き平均電力値を決定し、
    前記第１の符号付き平均電力値および前記第２の符号付き平均電力値に基づいて結果
の値を決定し、
    前記結果の値に基づいて前記回転部品（４０）内の１つ以上の欠陥または潜在的欠陥
（２１８）を決定し、
  前記１つ以上の欠陥または潜在的欠陥（２１８）に基づいて前記回転部品（４０）のメ
ンテナンスを計画する、処理サブシステム（５２）、
を備え、
前記第１の符号付き平均電力値が、前記信号（４２０）の前記第１のウィンドウの瞬時電
圧値の符号と前記第１のウィンドウの瞬時電圧値の平方との積の平均であり、前記第２の
符号付き平均電力値が、前記信号（４２２）の前記第２のウィンドウの瞬時電圧値の符号
と前記第２のウィンドウの瞬時電圧値の平方との積の平均である、
システム（１０）。
【請求項１８】
  前記回転部品（４０）はシュラウドアセンブリ（４０）であり、および複数のシュラウ
ド（２６、２８、３０）は前記回転部品（４０）の不均一な連続外面を形成するように相
互に係合する請求項１７に記載のシステム（１０）。
【請求項１９】
  前記クリアランス信号がノイズを含む、請求項１７または１８に記載のシステム（１０
）。
【請求項２０】
  前記処理サブシステム（５２）は前記クリアランス信号（３０２、５０２）から前記ノ
イズを除去するために前記クリアランス信号（３０２、５０２）を処理し、
  前記少なくとも１つの感知デバイス（４４、４６）はレーザプローブ、レーダプローブ
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、マイクロ波プローブ、クリアランスプローブ、可変リラクタンスプローブ、渦電流プロ
ーブ、超音波プローブ、動的圧力プローブ、またはこれらの組み合わせを備える請求項１
９に記載のシステム（１０）。
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